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「後ろ確認OK 」

◇１１月はスリップによる死亡事故が最も多い月です◇

道内各地にブラックアイスバーン出現
峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発

◇「ブラックアイスバーン」、見た目がアスファルトの路面とあまり変わらない◇

◇見た目でアイスバーンではないと判断しないこと◇

◇急ブレーキの制動距離（40km/h) ぬれた路面：11ｍ、ブラック：70ｍ(6倍）◇

凍結路面を想定した運転
冬道は 焦らず急がず 出しすぎず

冬の交通安全運動 11月11日～11月20日
○ 穏やかな発進・二段階減速（早目の減速）を体にクセづけておきましょう
○ 乾燥路面でも『今、路面が凍結していたら・・』と考え、車間距離を確保しましょう
○ ブレーキとハンドルを同時に操作せず、しっかり減速した後に、ハンドル操作をしましょう

夕方４時～夜７時の時間帯は特に歩行者･自転車の見落としに注意しましょう
○ 左折の際、同方向から来ていた自転車を巻き込み死亡
○ 青信号で右折した際に、横断歩行者に気づくのが遅れ接触
○ バックした際、車の陰から出てきた歩行者に接触
○ 薄暮時間と歩行者・自転車の活動時間（子供の帰宅時間や通勤通学時間）が重なるので注意しましょう

日没後の歩行者にも気を付けるとともに
日の出前の歩行者にも注意しましょう

早朝で交通量が少なくても、道路を横断する歩行者がいるかもしれません

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

見直そう 「慣れ」の作業
～ 作業中の重大事故が連続発生 ～

積み込みや付帯作業にも注意が必要
○ 荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡
○ ユニック車で積込作業中、吊り荷が落下、ドライバーが下敷き、死亡
○ 仮眠中にサイドブレーキが外れ車が動きだし、前車に追突した
～今年度は、上げっぱなし・出しっぱなし・開けっぱなし等での事故が増加 ～

飲酒運転 カーブ曲がり切れず、対向車3台に衝突
数人がケガ 会社員の男を逮捕

◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇
２０１９／１１／１７（日） １２：５７

１７日午前７時半ごろ、熊本県の国道で、酒気を帯びた状態で乗用車を運転し、カーブを曲がりきれずに対向車
線に止まっていた乗用車３台に衝突する事故を起こした男（２４）が逮捕されました。この事故で数人が軽いケガ
をしました。容疑者の呼気からは、基準値の３倍近いアルコール分が検出。

夜6時 酒気帯び運転 歩行者2人に接触、男を逮捕
◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇

２０１９／１１／１７（日） １８：１５
１６日午後６時前、佐賀県で、軽乗用車が歩行者２人に接触して軽傷を負わせる事故があり、警察は、酒気帯び

運転の疑いで男（３６）を逮捕しました。

深夜11時 横断中の男性が車にはねられ死亡
運転の男から基準値超えるアルコール検出

◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇
２０１９／１１／１７（日） １８：００

１６日午後１１時すぎ、兵庫県で男性（４５）が車にはねられ、死亡しました。警察は、車を運転していた男（４６）
を酒気帯び運転などの疑いで逮捕しました。

深夜2時 交差点を横断中の女性が車にはねられ重傷
21歳の女を酒気帯び運転の疑いで逮捕

◇分かっていて・・・飲酒運転する人間を、どうやってやめさせるか？◇
２０１９／１１／１７（日） １８：００

１７日午前２時前、奈良県の交差点を歩いて横断していた女性（３３）が車にはねられて重傷です。警察は、車を
運転していた容疑者の女（２１）を酒気帯び運転の疑いで逮捕しました。


